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沖
縄
核
密
約
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
七
年
六
月
十
八
日
付
北
海
道
新
聞
二
面
に
、
「
沖
縄
核
密
約

通
話
記
録

米
で
発
見

再
持
ち
込
み
合
意
裏
付

け
」
と
の
見
出
し
で
、

「
一
九
六
九
年
の
沖
縄
返
還
交
渉
時
に
佐
藤
栄
作
首
相
の
密
使
と
な
っ
て
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
日
米
密
約
を
仕
組
ん
だ

若
泉
敬
氏
（
元
京
都
産
業
大
教
授
、
故
人
）
の
著
作
『
他
策
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
ゼ
ム
ト
欲
ス
』
（
文
芸
春
秋
刊
）
を
裏
付
け
る

資
料
が
、
米
国
立
公
文
書
館
で
見
つ
か
っ
た
。
同
氏
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
大
統
領
補
佐
官
（
当
時
）
の
通
話
記
録
八
十
九
点

な
ど
で
、
内
容
は
著
作
の
記
述
と
一
致
す
る
。

こ
の
発
見
は
、
核
密
約
の
存
在
を
暴
露
し
た
若
泉
氏
の
記
述
の
正
確
さ
が
米
側
資
料
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
『
密
約
は
な
か
っ
た
』
と
の
姿
勢
を
崩
さ
な
い
日
本
政
府
は
苦
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
そ
う
だ
。

通
話
記
録
を
発
見
し
た
の
は
日
本
大
学
の
信
夫
隆
司
教
授
。
沖
縄
返
還
は
六
九
年
十
一
月
十
九
日
の
佐
藤
首
相
と
ニ
ク
ソ

ン
大
統
領
（
同
）
に
よ
る
日
米
首
脳
会
談
で
決
ま
っ
た
が
、
首
相
の
密
使
と
な
っ
た
若
泉
氏
は
こ
の
会
談
に
向
け
て
『
ヨ
シ

ダ
』
と
い
う
偽
名
を
使
っ
て
米
側
責
任
者
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
補
佐
官
と
接
触
し
、
密
約
を
準
備
し
た
。

若
泉
氏
の
著
作
に
よ
る
と
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
氏
と
の
通
話
で
は
盗
聴
の
危
険
を
避
け
る
た
め
、
核
問
題
を
指
す
と
き
は

一



『
項
目
一
』
、
核
持
ち
込
み
を
定
め
る
秘
密
の
合
意
議
事
録
は
『
小
部
屋
』
な
ど
と
暗
号
を
決
め
た
。
今
回
、
信
夫
教
授
が

発
見
し
た
通
話
記
録
の
う
ち
、
例
え
ば
同
年
十
一
月
十
五
日
の
会
話
に
は
『
項
目
一
』
や
『
小
部
屋
』
な
ど
の
単
語
が
頻

出
。
『
有
事
に
は
再
び
核
兵
器
を
沖
縄
に
持
ち
込
め
る
』
と
い
う
合
意
議
事
録
に
両
首
脳
が
サ
イ
ン
す
る
た
め
の
極
秘
の
手

続
き
に
つ
い
て
語
っ
た
会
話
の
内
容
も
、
著
作
の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

若
泉
氏
に
よ
る
と
、
核
持
ち
込
み
の
合
意
議
事
録
は
六
九
年
十
一
月
十
九
日
、
佐
藤
首
相
と
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
署
名
し

た
と
さ
れ
る
が
、
実
物
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
若
泉
氏
は
極
秘
の
交
渉
経
過
を
記
録
し
た
『
他
策
』
を
九
四
年
に
発
表
、

そ
の
後
マ
ス
コ
ミ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に
一
切
応
ぜ
ず
、
九
六
年
に
他
界
し
た
。
」

と
の
記
事
（
以
下
、
「
北
海
道
新
聞
記
事
」
と
い
う
。
）
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
北
海
道
新
聞
記
事
」
に
あ
る
、
米
国
立
公
文
書
館
で
見
つ
か
っ
た
一
九
六
九
年
の
沖
縄
返
還
交
渉
時
に
佐
藤
栄
作
首
相

の
密
使
と
な
っ
て
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
日
米
密
約
（
以
下
、
「
日
米
密
約
」
と
い
う
。
）
を
仕
組
ん
だ
若
泉
敬
氏
の
著
作

「
他
策
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
ゼ
ム
ト
欲
ス
」
（
以
下
、
「
他
策
」
と
い
う
。
）
及
び
同
著
作
を
裏
付
け
る
資
料
（
以
下
、
「
密
約

資
料
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
政
府
は
そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
。

三

「
日
米
密
約
」
は
存
在
す
る
か
。
「
他
策
」
及
び
「
密
約
資
料
」
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
の
外
務
省
の
認
識
如
何
。

二



「
他
策
」
及
び
「
密
約
資
料
」
の
内
容
を
現
時
点
で
外
務
省
が
把
握
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
上
で

答
弁
さ
れ
た
い
。

四

三
に
対
し
て
、
「
日
米
密
約
」
が
存
在
し
な
い
と
政
府
が
認
識
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
「
密
約
資
料
」
は
虚
偽
の
資
料
で

あ
る
と
政
府
が
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

三


